邵雍的帰謬法 : 「死生吟」について by 森 博行
まえ
が
き
朱
子
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
哲
学
の
体
系
化
に
、
少
な
か
ら
ず
重
要
な
影
響
を
あ
た
え
た
北
宋
の
邵
雍
（
一
〇
一
一
〜
七
七
。
字
は
尭
夫
）
は
、
易
学
の
専
門
家
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
千
五
百
首
あ
ま
り
の
詩
を
も
残
し
て
い
る
。
哲
学
者
が
同
時
に
詩
人
で
も
あ
る
こ
と
は
、
過
去
の
中
国
に
お
い
て
、
取
り
立
て
て
め
ず
ら
し
い
現
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
知
識
人
と
呼
べ
る
人
間
で
詩
を
作
ら
な
い
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
と
い
っ
た
ほ
う
が
実
情
に
あ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
朱
子
学
が
輸
入
さ
れ
て
以
後
、
朱
子
の
思
想
に
影
響
を
あ
た
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
邵
雍
も
関
心
が
も
た
れ
、
彼
の
哲
学
ば
か
り
で
な
く
、
詩
も
よ
く
読
ま
れ
た
。
そ
の
一
端
は
、
拙
稿
「
詩
仙
堂
の
邵
（
 
）
雍
│
丈
山
と
羅
山
│
」
に
取
り
あ
げ
て
論
じ
た
。
江
戸
時
代
の
朱
子
学
隆
盛
の
余
波
は
、
明
治
、
大
正
、
そ
し
て
戦
前
の
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
形
跡
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
十
一
年
に
東
京
ア
ト
リ
エ
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
、
監
修
国
分
青
厓
『
漢
詩
大
講
座
第
七
巻
名
詩
評
釈
（
宋
代
）』
に
収
録
さ
れ
（

）
て
い
る
詩
人
と
そ
の
詩
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
欧
陽
修
２
首
、
蘇
軾
４
首
、
司
馬
温
公
（
光
）
１
首
、
黄
庭
堅
４
首
、
陸
游
２７
首
、
范
成
大
８
首
、
楊
万
里
５
首
、
邵
康
節
（
雍
）
５
首
、
朱
熹
１
首
、
謝
翺
１
首
、
文
天
祥
２
首
、
謝
枋
得
１
首
。
邵
雍
と
司
馬
光
の
ご
と
き
は
、
諡
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
る
と
、
邵
雍
は
新
儒
学
創
設
者
の
一
人
と
し
て
注
目
を
あ
び
、
哲
学
方
面
の
研
究
は
す
す
め
ら
れ
て
き
た
が
、
中
国
文
学
の
専
門
家
か
ら
は
、
皆
無
と
は
い
わ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
現
在
で
も
邵
雍
の
文
学
に
関
心
を
も
つ
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
比
較
の
た
め
に
引
用
す
る
と
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
松
枝
茂
夫
編
『
中
国
名
詩
選
下
』（
岩
波
文
庫
）
に
は
、『
漢
詩
大
講
座
第
七
巻
名
詩
評
釈
（
宋
代
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
は
、
欧
陽
修
３
首
、
蘇
軾
１４
首
、
司
馬
温
公
（
光
）
０
首
、
黄
庭
堅
５
首
、
陸
游
１２
首
、
范
成
邵
雍
的
帰
謬
法
│
│
「
死
生
吟
」
に
つ
い
て
│
│
森
博
行
５５
大
８
首
、
楊
万
里
７
首
、
邵
康
節
（
雍
）
０
首
、
朱
熹
０
首
、
謝
翺
０
首
、
文
天
祥
２
首
、
謝
枋
得
０
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。
宋
末
元
初
の
金
履
祥
（
一
二
三
二
〜
一
三
〇
三
）
が
も
っ
ぱ
ら
道
学
者
の
詩
を
あ
つ
め
て
『
濂
洛
風
雅
』
を
編
（
 
）
纂
し
て
以
来
、「
道
学
の
詩
と
詩
人
の
詩
と
は
、
千
秋
楚
越
に
な
り
ぬ
」
と
い
う
状
態
が
あ
ら
わ
れ
た
。『
中
国
名
詩
選
下
』
の
編
集
方
針
は
、「
詩
人
の
詩
」
を
の
み
採
録
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
つ
面
白
い
現
象
は
、
邵
雍
は
儒
家
な
の
か
そ
れ
と
も
道
家
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
何
家
に
属
す
る
人
物
な
の
か
、
と
い
う
議
論
が
や
か
ま
し
く
行
わ
れ
、
ど
の
家
に
属
す
る
か
に
よ
っ
て
邵
雍
の
価
値
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
、
朱
子
や
陸
九
淵
（
一
一
三
九
〜
九
二
）
の
む
か
し
か
ら
、
特
に
哲
学
の
専
門
家
の
間
で
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
陸
九
淵
の
ご
と
き
は
、
「
尭
夫
は
是
れ
箇
の
閑
道
人
、
聖
人
の
道
は
有
用
、
無
用
は
便
ち
聖
人
の
道
に
（

）
非
ず
」（「
語
録
・
上
」）
と
言
い
き
っ
て
い
る
。
儒
家
中
心
の
中
国
人
に
と
っ
て
、
異
端
の
問
題
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
時
に
、
政
治
に
積
極
的
に
参
与
し
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
物
の
評
価
に
大
き
く
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
、
邵
雍
を
高
く
評
価
す
る
学
者
の
中
に
、
従
来
の
説
を
否
定
し
、
邵
雍
は
隠
者
で
も
道
家
で
も
な
い
と
い
う
新
説
を
提
出
す
る
、
き
わ
め
て
意
欲
的
（

）
な
人
が
い
る
の
は
、
理
由
の
あ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
文
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
議
論
の
動
向
や
、
中
国
文
学
の
日
本
的
傾
向
と
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
こ
こ
十
数
年
、
筆
者
自
身
に
も
な
ぜ
な
の
か
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
そ
の
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
邵
雍
文
学
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
個
々
の
邵
詩
の
解
読
に
い
そ
し
ん
で
き
た
。
こ
の
邵
雍
か
ぶ
れ
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
一
向
に
衰
え
る
気
配
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
今
回
は
邵
雍
の
「
死
生
吟
」
を
取
り
あ
げ
、
解
読
す
る
こ
と
に
し
た
。「
死
生
吟
」
は
、
邵
雍
の
仏
教
観
の
み
な
ら
ず
、
邵
雍
と
い
う
人
物
を
か
ん
が
え
る
う
え
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
納
得
の
い
く
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
本
論
の
注
（
１２
）
を
参
照
）。
な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
（

）
「
邵
雍
「
歓
喜
吟
」
を
め
ぐ
っ
て
」
の
姉
妹
編
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
注（１
）
『
大
阪
大
谷
大
学
国
文
第
四
十
二
号
』
所
収
（
平
成
二
十
四
年
三
月
）。
（
２
）
蘇
軾
と
陸
游
が
宋
代
に
お
け
る
最
大
の
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
定
説
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
陸
游
の
詩
が
蘇
軾
に
較
べ
て
も
、
著
し
く
目
立
っ
て
多
い
の
は
、「
名
詩
評
釈
（
宋
代
）」
の
評
釈
者
・
岩
垂
憲
徳
の
好
み
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
陸
游
の
特
徴
で
あ
る
愛
国
の
情
熱
が
、
当
時
の
時
代
的
好
尚
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
范
成
大
の
８
首
は
、
范
陸
と
併
称
さ
れ
る
陸
游
に
引
き
ず
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
岩
垂
憲
徳
は
釈
清
潭
、
久
保
天
随
と
と
も
に
蘇
軾
の
全
詩
『
蘇
東
坡
詩
注
』（
続
国
訳
漢
文
大
成
国
民
文
庫
刊
行
会
昭
和
三
年
〜
五
年
）
の
注
釈
者
で
あ
る
。
（
３
）
『
四
庫
全
書
提
要
』
巻
一
百
九
十
一
「
集
部
四
十
四
存
目
一
」。
（
４
）
『
象
山
先
生
全
集
』
巻
三
十
四
。
（
５
）
王
誠
『
先
天
後
天
│
邵
雍
哲
学
思
想
研
究
』（
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文
二
〇
〇
五
年
六
月
）「
前
言
二
、
生
平
与
正
名
」。
（
６
）
『
中
国
文
学
報
第
八
十
二
冊
』
所
収
（
二
〇
一
二
年
四
月
）。
５６
序文
北
宋
の
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
〜
七
二
）
は
、
文
学
・
史
学
・
経
学
・
金
石
学
・
目
録
学
・
考
証
学
・
そ
れ
に
図
書
館
学
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
大
き
（
 
）
な
功
績
を
残
し
た
。
こ
の
よ
う
な
博
学
は
、
欧
陽
修
ひ
と
り
に
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
北
宋
時
代
に
な
る
と
、
知
識
人
は
一
般
に
多
種
の
学
問
に
興
味
を
し
め
し
て
博
学
で
あ
る
。
欧
陽
修
ほ
ど
の
博
学
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
新
儒
学
者
・
邵
雍
は
、
易
学
家
・
道
家
・
歴
史
家
・
書
法
家
・
教
育
家
・
観
物
論
者
・
宇
宙
論
者
・
数
学
者
・
言
語
学
者
・
唯
心
主
義
者
・
経
験
主
義
者
・
快
楽
主
義
者
・
神
（

）
秘
主
義
者
・
預
言
者
、
隠
者
、
占
い
師
、n
u
m
erologist
（
数
秘
術
師
？
）
そ
し
て
詩
人
な
ど
、
七
つ
の
顔
の
男
・
多
羅
尾
伴
内
や
怪
人
二
十
面
相
も
顔
負
け
す
る
ほ
ど
、
種
々
様
々
な
顔
を
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
個
性
と
豊
富
な
学
問
を
有
す
る
詩
人
の
全
貌
が
、
一
首
の
詩
の
解
読
に
よ
っ
て
浮
か
び
あ
が
る
と
は
思
え
な
い
け
れ
ど
も
、
多
種
多
様
な
顔
を
も
つ
詩
人
の
一
面
が
、
鮮
明
に
抉
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
邵
雍
に
「
死
生
吟
」（『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
十
八
。
熙
寧
九
年
一
〇
七
六
六
十
六
歳
）
と
題
す
る
、
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
（
こ
の
詩
の
場
合
の
み
、
訓
読
は
、『
２
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思想初編
撃
壌
集
』（
中
文
出
版
社
）
が
依
拠
し
た
山
脇
重
顕
の
訓
点
に
よ
る
。
５１９
頁
。
以
後
、『
撃
壌
集
』
と
称
す
）。
学
仙
欲
不
死
仙
を
学
ん
で
不
死
を
欲
し
学
仏
欲
再
生
仏
を
学
ん
で
再
生
を
欲
す
再
生
与
不
死
再
生
と
不
死
と
二
者
人
果
能
二
つ
の
者
人
果
た
し
て
能
く
せ
ん
や
設
使
人
果
能
設
使
ひ
人
果
た
し
て
能
く
す
と
も
方
始
入
于
情
方
に
始
め
て
情
に
入
る
賞
哉
林
下
人
賞
な
る
哉
林
下
の
人
不
為
人
所
惜
人
の
為
に
惜
し
ま
れ
ず
哀
哉
公
与
卿
哀
し
ひ
哉
公
と
卿
と
重
為
人
所
惑
重
ね
て
人
の
為
に
惑
は
さ
る
「
再
生
と
不
死
と
、
二
つ
の
者
人
果
た
し
て
能
く
せ
ん
や
」、「
再
生
」
（
仏
）
と
「
不
死
」（
仙
）
に
対
す
る
批
判
、
そ
し
て
否
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
設
使
ひ
人
果
た
し
て
能
く
す
と
も
、
方
に
始
め
て
情
に
入
る
」
の
一
聯
は
、
現
代
日
本
語
に
訳
し
て
み
る
と
、
理
解
し
が
た
い
奇
妙
な
表
現
（
論
理
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
奇
妙
な
表
現
で
あ
る
ゆ
え
に
か
え
っ
て
、
筆
者
の
好
奇
心
を
不
思
議
に
刺
激
す
る
。
果
た
し
て
こ
の
一
聯
を
分
析
し
た
結
果
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
呼
ば
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
帰
謬
法
家
と
し
て
の
邵
雍
が
、
突
如
あ
ら
わ
れ
た
。「
設
使
」
一
聯
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
一
邵
雍
の
修
辞
法
と
仏
・
仙
に
関
す
る
第
一
の
見
解
「
死
生
吟
」
の
「
設
使
」
一
聯
は
、
奇
妙
な
論
法
（
表
現
）
で
あ
る
。
ま
ず
前
句
の
「
設
使
」。『
撃
壌
集
』
に
は
、
こ
の
二
文
字
で
「
た
と
ひ
」
と
訓
読
さ
５７ 邵雍的帰謬法
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
逆
接
条
件
を
し
め
す
表
現
で
あ
る
。
邵
雍
に
は
「
為
客
吟
四
首
・
そ
の
一
」（
巻
十
九
。
熙
寧
十
年
一
〇
七
七
六
十
七
歳
）
に
も
う
一
例
あ
る
。
忽
憶
南
秦
為
客
日
忽
ち
憶
う
南
秦
に
客
と
為
る
日
洛
陽
東
望
隔
秦
川
洛
陽
東
に
望
め
ば
秦
川
に
隔
た
れ
し
を
雲
山
去
此
二
千
里
雲
山
此
こ
を
去
る
こ
と
二
千
里
歳
月
于
今
十
九
年
歳
月
今
に
于
い
て
十
九
年
柳
色
得
非
新
婀
娜
柳
色
新
た
に
婀
娜
た
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
江
声
応
是
旧
潺
湲
江
声
応
に
是
れ
旧
の
潺
湲
た
る
べ
し
衰
躯
設
使
能
重
往
衰
躯
設
使
い
能
く
重
ね
て
往
く
と
も
い
か
ん
疇
昔
情
懐
奈
杳
然
疇
昔
の
情
懐
杳
然
た
る
を
奈
せ
ん
熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
六
十
七
歳
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
九
年
前
と
い
え
ば
、
嘉
祐
三
年
（
一
〇
五
八
）
四
十
八
歳
。
こ
の
「
南
秦
」
へ
の
旅
行
の
目
的
は
、
邵
雍
の
偉
大
な
先
祖
・
召
公
姫
奭
の
封
地
へ
の
探
訪
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
旅
行
の
記
録
で
あ
る
最
初
の
作
品
「
過
陝
」（
巻
二
）
に
「
吾
が
祖
道
何
ぞ
光
く
、
二
南
一
方
を
分
か
つ
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
右
の
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
南
秦
」
と
「
秦
川
」
は
、
ど
こ
を
さ
し
て
表
現
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
邵
雍
の
詩
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
と
き
彼
は
鳳
州
（
長
安
か
ら
西
方
に
向
か
っ
て
や
や
南
よ
り
、
お
よ
そ
二
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
（「
鳳
州
郡
の
楼
上
に
て
見
る
所
を
書
す
」
巻
二
）、
二
つ
は
、
こ
の
旅
行
の
折
に
作
ら
れ
た
作
品
に
「
鳳
州
か
ら
還
り
て
秦
川
に
至
る
」
云
々
と
題
す
る
詩
（
巻
二
）
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
は
、
彼
の
「
秦
川
二
首
・
そ
の
二
」（
巻
十
五
）
に
「
秦
川
は
両
漢
の
帝
王
の
区
、
今
日
の
関
東
は
帝
都
と
作
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、「
秦
川
」
は
長
安
を
中
心
と
す
る
地
帯
、「
南
秦
」
は
鳳
州
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
鳳
州
郡
の
楼
上
に
て
見
る
所
を
書
す
」
の
最
後
の
四
句
に
、「
目
を
塞
い
で
煙
岑
は
密
に
、
都
城
は
天
外
の
若
し
。
如
何
せ
ん
久
客
の
心
、
東
望
し
て
欄
に
憑
殺
す
る
を
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。「
都
城
」
は
、「
関
東
」
の
「
帝
都
」（
北
宋
の
都
・
 
京
と
洛
陽
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
右
の
詩
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
は
、
最
後
の
一
聯
「
衰
躯
設
使
い
能
く
重
ね
て
往
く
と
も
、
疇
昔
の
情
懐
杳
然
た
る
を
奈
せ
ん
」
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
は
、
た
と
え
衰
え
た
身
で
も
う
一
度
（
南
秦
に
）
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
か
つ
て
の
「
情
懐
」（
南
秦
に
た
い
す
る
思
い
）
が
今
で
は
は
る
か
彼
方
の
う
す
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
結
局
、
南
秦
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
設
使
」
は
、
提
起
さ
れ
た
問
題
を
最
終
的
に
否
定
す
る
修
辞
法
と
い
え
る
。「
死
生
吟
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
最
終
的
結
論
は
、「
人
果
能
」
の
否
定
、
つ
ま
り
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
死
生
吟
」
に
見
ら
れ
る
邵
雍
の
仏
と
仙
に
関
す
る
第
一
番
目
の
見
解
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
方
始
」。『
撃
壌
集
』
に
は
「
方
に
始
て
」
と
送
り
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
ま
さ
に
は
じ
め
て
」
と
よ
む
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
、
邵
雍
に
影
響
を
あ
た
え
た
白
居
易
の
「
及
第
後
、
帰
覲
せ
ん
と
し
て
諸
同
年
に
留
別
す
」（『
白
氏
長
慶
集
』
巻
五
）
と
邵
雍
「
生
男
吟
」（
巻
一
）
か
ら
引
用
５８
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
擢
第
未
為
貴
第
に
擢
せ
ら
る
る
も
未
だ
貴
と
為
さ
ず
賀
親
方
始
栄
親
を
賀
し
て
方
に
始
め
て
栄
な
り
我
本
行
年
四
十
五
我
れ
本
と
行
年
四
十
五
生
男
方
始
為
人
父
男
を
生
ん
で
方
に
始
め
て
人
の
父
と
為
る
こ
の
二
例
か
ら
「
方
始
」
に
関
し
て
、
二
つ
の
こ
と
が
い
え
る
。
第
一
に
「
方
始
」
は
、
上
文
（
白
詩
は
「
賀
親
」、
邵
詩
は
「
生
男
」）
を
受
け
て
、
「（
そ
れ
で
）
は
じ
め
て
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
あ
ら
わ
す
強
調
表
現
、
第
二
に
「
方
始
」
に
続
い
て
下
文
に
は
上
文
と
関
連
し
て
、
論
理
上
、
必
然
的
に
帰
結
す
る
内
容
を
し
め
す
表
現
（
白
詩
は
「
栄
」、
邵
詩
は
「
為
人
父
」）
が
お
か
れ
る
。「
方
始
」
が
論
理
上
、
必
然
的
に
帰
結
す
る
内
容
を
し
め
す
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
順
接
表
現
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
釈
顕
常
『
文
語
（
 
）
解
』（
巻
二
）
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
（
一
部
表
記
を
変
え
た
）。
設
モ
シ
タ
ト
ヒ
マ
フ
ク
ル
ト
イ
フ
意
ヨ
リ
シ
テ
語
辞
ニ
転
ズ
モ
シ
ト
タ
ト
ヒ
ト
義
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
下
句
ノ
意
順
ナ
レ
バ
モ
シ
ト
ヨ
ム
下
句
ノ
意
反
ス
レ
バ
タ
ト
ヒ
ト
ヨ
ム
「
も
し
」
と
訓
読
し
て
も
、「
た
と
い
」
と
訓
読
し
て
も
、
意
味
に
違
い
は
な
い
け
れ
ど
も
、
順
接
で
あ
れ
ば
「
も
し
」、
逆
接
で
あ
れ
ば
「
た
と
い
」
と
訓
読
す
る
。
し
た
が
っ
て
設
使
人
果
能
設
使
い
人
果
た
し
て
能
く
す
と
も
方
始
入
于
情
方
に
始
め
て
情
に
入
る
の
一
聯
の
訓
読
は
、「
方
始
」
に
重
点
を
お
け
ば
、
も
設
使
人
果
能
設
使
し
人
果
た
し
て
能
く
す
と
す
れ
ば
方
始
入
于
情
方
に
始
め
て
情
に
入
る
と
よ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
設
使
」
は
、
意
味
的
に
は
「
設
」
を
二
文
字
に
し
た
表
現
）。
し
た
が
っ
て
「
設
使
」
一
聯
は
、
（
Ａ
）
も
し
人
に
二
者
（
再
生
や
不
死
）
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
（
そ
れ
で
）
は
じ
め
て
「
情
に
入
る
」
と
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
訳
文
を
抵
抗
な
く
理
解
す
る
に
は
困
難
が
あ
る
。
問
題
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
そ
の
一
、「
方
始
」
の
上
文
に
当
た
る
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
か
。
そ
の
二
、「
情
に
入
る
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。
そ
の
三
、「
情
に
入
る
」
の
主
体
は
何
か
。
ま
ず
そ
の
一
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
白
詩
の
「
賀
親
」、
邵
詩
の
「
生
男
」
は
、
と
も
に
「
方
始
」
の
直
前
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
「
死
生
吟
」
の
「
方
始
」
の
直
前
に
あ
る
「
人
果
能
」
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
邵
雍
「
演
繹
吟
四
首
・
そ
の
一
」（
巻
十
八
。
熙
寧
九
年
一
〇
七
六
六
十
六
歳
）
に
、
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
万
事
入
沈
吟
万
事
沈
吟
に
入
ら
ば
お
の
ず
か
其
来
味
更
深
其
来
ら
味
い
は
更
に
深
し
い
え
ど
雖
然
曽
過
眼
曽
て
眼
を
過
ぐ
と
雖
然
も
須
是
更
経
心
須
ら
く
是
れ
更
に
心
を
経
べ
し
過
眼
未
尽
見
眼
を
過
ぐ
る
は
未
だ
尽
く
は
見
ず
よ
お
も
う
ま
ま
経
心
肯
侭
尋
心
を
経
れ
ば
肯
く
侭
に
尋
ぬ
５９ 邵雍的帰謬法
侭
尋
能
得
見
侭
に
尋
ぬ
れ
ば
能
く
見
る
を
得
方
始
是
真
金
方
に
始
め
て
是
れ
真
金
な
り
最
後
の
一
句
「
方
始
是
真
金
」
は
、「
死
生
吟
」
に
お
け
る
「
方
始
入
于
情
」
と
類
似
の
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
「
方
始
是
真
金
」
一
句
は
、
こ
の
句
の
直
前
の
句
「
侭
尋
能
得
見
」
の
「
能
得
見
」
を
う
け
、「
能
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
真
実
の
黄
金
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
以
上
よ
り
考
え
て
、（
Ａ
）
の
文
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
Ｂ
）
も
し
人
に
二
者
（
再
生
や
不
死
）
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
人
に
二
者
（
再
生
や
不
死
）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
情
に
入
る
」
な
お
、
第
２
句
の
「
其
来
」
を
「
お
の
ず
か
ら
」
と
よ
ん
だ
の
は
、
筆
者
の
暫
定
的
な
処
置
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
は
省
略
す
る
が
、
邵
雍
の
詩
に
は
「
由
来
」
や
「
従
来
」
の
意
味
（
も
と
も
と
）
で
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
「
真
金
」
は
、
認
識
能
力
の
た
と
え
で
あ
る
。
二
邵
雍
の
人
情
論
と
仏
・
仙
観
つ
ぎ
に
そ
の
二
、「
情
に
入
る
」
の
意
味
。
何
時
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
の
か
、
正
確
な
こ
と
は
知
ら
な
い
が
、「
入
情
入
理
」（
情
に
入
り
理
に
入
る
）
と
い
う
成
語
が
あ
る
。
人
情
や
道
理
に
合
う
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
邵
雍
に
特
殊
な
事
情
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
「
情
」。「
死
生
吟
」
と
同
年
の
作
に
「
人
霊
吟
」（
巻
十
八
。
熙
寧
九
年
一
〇
七
六
六
十
六
歳
）
と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。天
地
生
万
物
天
地
万
物
を
生
み
其
間
人
最
霊
其
の
間
人
最
も
霊
な
り
既
為
人
之
霊
既
に
人
の
霊
為
れ
ば
須
有
人
之
情
須
ら
く
人
の
情
を
有
す
べ
し
若
無
人
之
情
若
し
人
の
情
無
け
れ
ば
徒
有
人
之
形
徒
ら
に
人
の
形
を
有
す
る
の
み
こ
の
エ
ピ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
作
品
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
天
地
は
万
物
を
生
み
、
こ
の
万
物
の
中
で
、
人
が
も
っ
と
も
霊
妙
な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
「
人
の
霊
」（
人
が
万
物
の
霊
）
で
あ
る
以
上
、
か
な
ら
ず
「
人
の
情
」
（
人
間
的
感
情
。
喜
・
怒
・
哀
・
懼
・
愛
・
悪
・
欲
│
『
礼
記
』「
礼
運
」）
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
人
の
情
を
有
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
だ
人
の
形
を
有
し
た
存
在
、
形
骸
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
る
右
の
作
品
は
、
二
つ
の
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
一
。
人
は
万
物
の
霊
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
ふ
る
く
『
尚
書
』（「
泰
誓
上
」）
に
み
ら
れ
、
邵
雍
の
独
創
で
は
な
い
。「
人
霊
吟
」
に
お
け
る
特
徴
は
、『
荘
子
』「
徳
充
符
」
篇
の
（『
荘
子
』
的
聖
人
は
）「
人
の
形
有
れ
ど
も
、
人
の
情
無
し
」
を
逆
用
し
て
、
優
れ
た
も
の
を
「
有
情
」、
劣
っ
た
も
の
を
（
 
）
「
有
形
」
と
対
比
し
て
表
現
し
た
点
、
そ
し
て
「
有
人
情
」
こ
そ
人
で
あ
る
証
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
ぜ
「
有
人
情
」
は
人
で
あ
る
証
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
。
邵
雍
は
「
人
物
吟
」（
巻
十
七
。
熙
寧
九
年
一
〇
七
六
六
十
六
６０
歳
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
…
…
…
…
人
有
人
之
情
人
に
は
人
の
情
有
り
物
有
物
之
理
物
に
は
物
の
理
有
り
人
物
類
不
同
人
と
物
と
類
は
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
情
理
安
有
異
情
と
理
と
安
ん
ぞ
異
な
る
こ
と
有
ら
ん
や
「
理
」
と
い
う
言
葉
は
、
新
儒
学
に
お
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、
邵
雍
は
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
「
人
の
情
」
と
対
比
す
る
形
で
「
物
の
理
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
も
っ
と
も
典
型
的
な
例
は
、「
物
理
窺
開
後
、
人
情
照
破
時
」
と
い
う
表
現
を
、
す
べ
て
前
半
二
句
に
お
く
十
三
首
連
作
の
「
窺
開
吟
」（
巻
十
九
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
人
物
吟
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
人
」
は
「
物
」
と
範
疇
は
異
な
る
、
し
か
し
、「
人
の
情
」
と
「
物
の
理
」
は
違
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
違
わ
な
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。『
皇
極
経
世
書
』
巻
十
二
「
観
物
篇
五
十
九
」
に
天
地
尚
由
是
道
而
生
、
況
其
人
与
物
乎
。
人
者
物
之
至
霊
者
也
。
物
之
霊
、
未
若
人
之
霊
、
尚
由
是
道
而
生
、
又
況
人
霊
于
物
者
乎
。
是
知
、
人
亦
物
也
。
以
其
至
霊
故
、
特
謂
之
人
也
。（
天
地
す
ら
尚
お
是
の
道
に
由
り
て
生
ず
、
況
ん
や
其
れ
人
と
物
と
を
や
。
人
な
る
者
は
物
の
至
霊
な
る
者
な
り
。
物
の
霊
は
、
未
だ
人
の
霊
に
若
か
ざ
る
も
、
尚
お
是
の
道
に
由
り
て
生
ず
、
又
た
況
ん
や
人
物
よ
り
霊
な
る
者
な
る
を
や
。
是
れ
知
る
、
人
も
亦
た
物
な
り
。
其
の
至
霊
な
る
を
以
っ
て
の
故
に
、
特
に
こ
れ
を
人
と
謂
う
な
り
。）
と
あ
り
、「
道
」
が
生
ん
だ
と
い
う
点
で
は
、「
人
」
も
「
物
」
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
伊
川
撃
壌
集
序
」
に
は
「
性
な
る
者
は
、
道
の
形
体
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
朱
子
は
弟
子
の
質
問
「
性
は
如
何
ぞ
是
れ
道
の
形
体
な
る
」
に
対
し
て
、「
道
は
是
れ
泛
言
な
り
、
性
は
是
れ
自
家
身
上
に
就
い
て
説
け
り
。
道
は
事
物
の
間
に
在
り
、
如
何
ぞ
見
得
ん
や
。
只
だ
是
れ
這
裏
に
こ
れ
を
験
す
。
性
の
在
る
所
は
、
則
ち
道
の
在
る
所
な
り
。
道
は
是
れ
物
に
在
る
の
理
、
性
は
是
れ
己
に
在
る
の
理
」（『
朱
子
語
類
』
巻
一
百
「
邵
子
之
書
」）
云
々
と
答
え
て
い
る
。「
道
の
理
」
は
「
性
の
理
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
情
」
は
「
性
」
の
発
動
し
た
も
の
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。『
皇
極
経
世
書
』（
清
・
王
植
『
皇
極
経
世
書
解
』
巻
十
四
「
観
物
外
篇
之
十
」
に
よ
る
）
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
有
性
則
有
情
、
情
者
分
乎
性
而
已
。（
性
有
れ
ば
則
ち
情
有
り
、
情
は
性
よ
り
分
か
る
る
の
み
。）
（
 
）
施
乃
綺
氏
は
、『
観
物
与
詩：
邵
雍
観
物
思
想
研
究
』
の
注
５５
（
３１
頁
）
に
お
い
て
、「
此
所
謂
的
「
人
情
」、
不
是
指
世
俗
之
情
、
而
是
指
人
生
而
有
的
本
然
之
情
、
也
就
是
人
性
」
と
い
い
、
本
文
の
中
で
「
人
情
与
物
理
実
為
一
、
皆
是
天
理
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ぎ
に
二
。「
徒
ら
に
人
の
形
を
有
す
る
」
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
単
に
形
態
的
に
人
に
類
似
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
は
、
い
っ
た
い
何
か
。
邵
雍
に
と
っ
て
想
像
上
の
妄
想
に
す
ぎ
な
い
仏
や
仙
を
想
定
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
道
士
前
曰
、
吾
子
之
心
、
喜
怒
哀
懼
悪
慾
、
皆
忘
矣
。
所
未
臻
者
、
愛
而
６１ 邵雍的帰謬法
已
。（
道
士
前
み
て
い
わ
く
、
吾
子
の
心
、
喜
怒
哀
懼
悪
慾
は
、
皆
な
忘
る
。
い
ま
だ
臻
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
愛
の
み
。）
こ
の
文
は
、
七
情
の
う
ち
「
喜
怒
哀
懼
悪
慾
」
の
六
情
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
子
に
た
い
す
る
母
親
と
し
て
の
「
愛
」
の
情
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
仙
に
な
り
損
ね
た
人
物
の
物
語
『
杜
子
春
』（『
太
平
広
記
』
巻
十
六
）
の
結
び
の
一
節
で
あ
る
。
邵
雍
と
『
杜
子
春
』
の
作
者
と
は
、
仙
に
た
い
す
る
考
え
方
が
根
本
的
に
違
う
。
し
か
し
、
有
情
は
人
で
あ
る
証
、
そ
れ
に
対
し
て
無
情
は
仙
、
と
い
う
点
に
お
い
て
違
い
は
な
い
。
仏
に
た
い
し
て
も
、
仙
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
。（
か
り
に
実
在
す
る
と
し
て
も
）
仏
や
仙
は
無
（
人
）
情
、（
つ
ま
り
実
際
に
は
実
在
し
な
い
）、
こ
れ
が
邵
雍
の
仏
・
仙
に
対
す
る
根
本
的
観
念
で
あ
る
。
な
お
、
邵
雍
は
「
情
」
に
対
し
て
、
正
反
対
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
両
様
の
捉
え
方
を
す
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
、「
人
霊
吟
」
に
み
ら
れ
る
「
形
」
に
対
す
る
「
情
」。
人
で
あ
る
証
で
あ
り
、
積
極
的
な
意
味
を
も
つ
。
も
う
一
つ
は
、「
性
情
吟
」（
巻
十
八
。
熙
寧
九
年
一
〇
七
六
六
十
六
歳
）
に
お
け
る
「
情
」
に
典
型
的
な
形
で
み
ら
れ
る
。
君
子
任
性
君
子
は
性
に
任
せ
小
人
任
情
小
人
は
情
に
任
す
任
性
則
近
性
に
任
す
れ
ば
則
ち
（
道
に
）
近
く
任
情
則
遠
情
に
任
す
れ
ば
則
ち
（
道
に
）
遠
し
「
性
」
は
至
善
な
る
も
の
と
し
て
人
間
が
生
来
的
に
も
っ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
情
」
は
「
性
」
を
お
お
っ
て
し
ま
う
情
欲
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
情
」
は
「
性
」
に
対
立
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
「
情
」
は
否
（
 
）
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
。
三
邵
詩
に
お
け
る
仏
典
的
表
現
と
邵
雍
の
仏
・
仙
に
関
す
る
第
二
の
見
解
そ
の
二
の
第
二
に
「
入
于
○
」
と
い
う
表
現
。
こ
れ
を
考
え
る
前
に
、「
死
生
吟
」
に
は
仏
典
に
特
徴
的
な
表
現
を
意
識
的
に
模
倣
し
て
い
る
表
現
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
伝
統
的
な
詩
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
賞
哉
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
典
に
し
き
り
に
現
れ
る
「
善
哉
」
の
も
じ
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
周
祖
謨
氏
は
、『
皇
極
経
世
書
』
の
「
声
音
唱
和
図
」
を
重
要
な
資
料
と
す
る
「
宋
代

洛
語
音
考
」（『
問
学
集
下
』
所
収
中
華
書
局
北
京
・
１９６６
）
に
お
い
て
「
宋
代
の

洛
の
方
音
は
広
韻
と
大
い
に
異
な
り
」、「
元
明
以
降
の
音
と
相
近
し
」（
六
五
四
頁
）
と
指
摘
す
る
。
要
す
る
に
邵
雍
当
時
の
「
賞
」
字
と
「
善
」
字
の
発
音
は
、
現
代
音
（sh
an
g
③
とsh
an
④
）
に
か
な
り
似
た
発
音
で
、
両
字
の
発
音
は
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
邵
雍
の
「
賞
哉
」
は
、
仏
典
の
「
善
哉
」
を
い
わ
ば
茶
化
し
た
表
現
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
で
「
入
于
○
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
典
に
特
徴
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
入
于
三
昧
」（
于

国
三
蔵
実
叉
難
陀
奉
制
訳
『
大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
七
「
普
賢
三
昧
品
」。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
九
）
と
か
、「
入
于
涅
槃
安
楽
之
処
」（
北
涼
天
竺
三
蔵
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
四
「
如
来
性
品
第
四
之
一
」『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
十
二
）。
な
ど
。
６２
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
質
的
に
次
元
の
高
い
境
地
に
進
む
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ
こ
で
仏
典
の
「
入
于
○
」
を
「
入
于
情
」
に
あ
て
は
め
る
と
、「
入
于
情
」
は
、
「
情
と
い
う
質
的
に
次
元
の
高
い
境
地
に
進
む
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。「
情
と
い
う
質
的
に
次
元
の
高
い
境
地
」
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
か
。
思
い
当
た
る
の
は
、
前
節
に
触
れ
た
邵
雍
の
観
念
の
中
に
あ
る
「
形
」
と
「
情
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
情
に
入
る
」
に
援
用
す
る
と
、「
情
に
入
る
」
は
、
「「
形
」
よ
り
質
的
に
高
い
「
情
」
と
い
う
境
地
に
進
む
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
形
」
と
は
「
人
の
形
」
で
あ
る
仏
や
仙
、「
情
」
と
は
人
で
あ
る
証
、
つ
ま
り
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
情
に
入
る
」
と
は
、「
人
の
形
で
あ
る
仏
や
仙
よ
り
高
い
次
元
の
境
地
（
存
在
）
で
あ
る
人
に
入
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
な
お
、
中
国
側
の
資
料
に
も
、『
荘
子
』「
天
地
」
篇
に
「
忘
乎
物
、
忘
乎
天
、
其
名
為
忘
己
。
忘
己
之
人
、
是
之
謂
入
於
天
」（
物
に
忘
れ
、
天
に
忘
る
る
、
其
の
名
を
忘
己
と
為
す
。
忘
己
の
人
、
是
れ
を
之
れ
天
に
入
る
と
謂
う
）
と
あ
る
。「
天
」
と
は
、
絶
対
的
真
の
世
界
で
あ
る
。
結
局
、「
情
に
入
る
」
は
、「（
仏
や
仙
）
か
ら
人
に
な
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
そ
の
三
、「
情
に
入
る
」
の
主
体
は
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
仏
や
仙
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、（
Ｂ
）
の
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
Ｃ
）
も
し
人
に
二
者
（
再
生
や
不
死
）
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
人
に
二
者
（
再
生
や
不
死
）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
仏
や
仙
は
人
に
な
る
「
再
生
」
は
仏
、「
不
死
」
は
仙
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、（
Ｃ
）
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
Ｄ
）
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
仏
や
仙
は
人
に
な
る
（
Ｄ
）
の
文
は
、
簡
略
に
表
現
す
る
と
、
（
Ｅ
）
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
仏
や
仙
は
人
に
な
る
と
な
る
。（
Ｅ
）
の
文
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
簡
略
に
す
れ
ば
、
（
Ｆ
）
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
仏
や
仙
は
人
に
な
る
と
表
現
で
き
る
。
以
上
、「
設
使
ひ
人
果
た
し
て
能
く
す
と
も
、
方
に
始
め
て
情
に
入
る
」
に
対
し
て
、
そ
ぎ
落
と
し
を
重
ね
て
ゆ
く
と
、
最
終
的
に
（
Ｆ
）
の
文
に
た
ど
り
着
く
。
し
か
し
、（
Ｆ
）
の
文
の
意
味
が
、
常
識
的
論
理
で
は
成
立
し
が
た
い
、
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。「
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
」
は
、「
仏
や
仙
は
人
に
な
る
」
と
い
う
結
果
に
、
単
純
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
Ｆ
）
の
文
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
四
邵
雍
の
論
法
と
帰
謬
法
そ
も
そ
も
邵
詩
に
お
け
る
「
設
使
」
は
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
本
６３ 邵雍的帰謬法
来
「
提
起
さ
れ
た
問
題
を
最
終
的
に
否
定
す
る
修
辞
法
」（
本
稿
９３
頁
下
段
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
方
始
」
は
、「
上
文
を
受
け
て
、「（
そ
れ
で
）
は
じ
め
て
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
あ
ら
わ
す
強
調
表
現
」（
本
稿
９３
頁
下
段
、
本
稿
９４
頁
上
段
）
で
あ
り
、「「
方
始
」
に
続
い
て
下
文
に
は
上
文
と
関
連
し
て
、
論
理
上
、
必
然
的
に
帰
結
す
る
内
容
を
し
め
す
表
現
が
お
か
れ
」、「「
方
始
」
が
論
理
上
、
必
然
的
に
帰
結
す
る
内
容
を
し
め
す
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
順
接
表
現
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
本
稿
９４
頁
上
段
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
設
使
…
…
、
方
始
〜
〜
」
と
い
う
表
現
は
、
一
つ
の
文
の
中
に
逆
接
と
順
接
が
同
時
に
表
現
さ
れ
、
共
存
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、（
Ｆ
）
の
ご
と
き
「
常
識
的
論
理
で
は
成
立
し
が
た
い
、
奇
妙
な
も
の
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
果
た
し
て
、
（
Ｆ
）
の
一
文
を
破
綻
な
く
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
の
論
理
学
に
帰
謬
法
と
い
う
論
法
が
あ
る
。
梶
山
雄
一
氏
は
次
の
よ
（
 
）
う
に
説
明
す
る
。
あ
る
立
言
Ａ
が
真
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
い
と
き
、
ま
ず
Ａ
が
偽
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
非
Ａ
を
仮
定
し
、
こ
の
仮
定
か
ら
不
合
理
な
結
論
│
明
ら
か
に
偽
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
り
、
自
己
矛
盾
的
で
あ
る
結
論
を
演
繹
す
る
。
偽
な
る
結
論
が
非
Ａ
と
い
う
仮
定
か
ら
妥
当
に
論
証
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
非
Ａ
と
い
う
仮
定
は
偽
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
非
Ａ
が
偽
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
証
明
し
た
か
っ
た
Ａ
が
真
で
あ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
（
龍
樹
）
の
『
中
論
』
は
帰
謬
法
の
宝
庫
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
『
中
論
』
に
お
け
る
論
述
は
、
四
句
か
ら
な
る
偈
、
い
わ
ば
五
言
絶
句
を
つ
み
重
ね
て
展
開
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
例
文
が
典
型
的
な
帰
謬
法
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
門
外
漢
の
筆
者
に
は
わ
か
ら
な
い
（

）
が
、
た
と
え
ば
『
中
論
』
巻
第
二
「
観
三
相
品
第
七
」。
こ
の
中
で
第
四
の
偈
（

）
に
龍
樹
の
「
反
対
派
」
の
論
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
ょ
う
生
生
之
所
生
生
於
彼
本
生
本
生
之
所
生
還
生
於
生
生
（
生
生
の
所
か
え
生
は
、
彼
の
本
生
を
生
ぜ
し
め
、
本
生
の
所
生
は
、
還
つ
て
生
生
を
生
ぜ
し
む
。
１０１
頁
）
青
目
の
釈
に
次
の
よ
う
な
説
明
文
が
あ
る
。
生
生
能
生
本
生
、
本
生
能
生
生
生
（
生
生
は
能
く
本
生
を
生
ぜ
し
め
、
本
生
は
能
く
生
生
を
生
ぜ
し
む
。
１０１
頁
）
と
こ
ろ
が
龍
樹
は
、
こ
の
第
四
の
偈
に
た
い
し
、
第
五
の
偈
と
第
六
の
偈
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
批
判
す
る
。
若
謂
是
生
生
能
生
於
本
生
生
生
従
本
生
何
能
生
本
生
（
若
し
是
の
よ
生
生
が
能
く
本
生
を
生
ぜ
し
む
と
謂
は
ば
、
生
生
は
本
生
従
り
す
る
に
、
何
ぞ
能
く
本
生
を
生
ぜ
し
め
ん
。）（
第
五
偈
）
若
謂
是
本
生
能
生
於
生
生
本
生
従
彼
生
何
能
生
生
生
（
若
し
是
の
よ
本
生
が
能
く
生
生
を
生
ぜ
し
む
と
謂
は
ば
、
本
生
は
彼
従
り
生
じ
た
る
に
、
何
ぞ
能
く
生
生
を
生
ぜ
し
め
ん
。）（
第
六
偈
）
第
五
の
偈
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
（
第
六
の
偈
は
、
論
理
的
に
は
「
本
生
」
と
「
生
生
」
を
入
れ
替
え
た
に
す
ぎ
な
い
）。
も
し
生
生
が
本
生
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
な
ら
ば
６４
生
生
は
本
生
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
に
ど
う
し
て
生
生
が
本
生
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
邵
雍
の
仏
と
仙
に
関
す
る
原
理
的
見
解
は
、
一
つ
は
「
仏
や
仙
と
い
う
実
体
は
存
在
し
な
い
」（
本
稿
第
三
節
）、
二
つ
は
「
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
は
、
人
に
は
不
可
能
で
あ
る
」（
第
一
節
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
邵
雍
の
仙
・
仏
に
対
す
る
本
当
の
か
ん
が
え
は
、
（
Ｇ
）
仏
や
仙
と
い
う
実
体
は
存
在
し
な
い
だ
か
ら
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
は
、
人
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
（
Ｆ
）
の
文
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
仏
や
仙
は
人
に
な
る
と
、（
Ｇ
）
の
文
を
内
容
的
に
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
な
く
統
合
す
る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
論
理
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
Ｈ
）
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
（
と
い
う
）
な
ら
ば
仏
や
仙
と
い
う
実
体
は
存
在
し
な
い
（
の
に
）
（
ど
う
し
て
）
仏
や
仙
は
人
に
な
る
（
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
）
だ
か
ら
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
は
、
人
に
は
不
可
能
で
あ
る
最
後
の
「
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
は
、
人
に
は
不
可
能
で
あ
る
」
を
除
け
ば
、
こ
の
文
が
『
中
論
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
の
論
法
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
論
法
は
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
想
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
中
村
元
氏
は
『
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
』（
１０１
・
１０２
頁
）
に
お
い
て
、
帰
謬
法
を
次
の
よ
う
に
簡
明
に
説
明
す
る
。
プ
ラ
サ
ン
ガ
（
帰
謬
法
│
引
用
者
）
と
は
け
っ
し
て
自
説
を
主
張
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
論
敵
に
と
っ
て
願
わ
し
か
ら
ざ
る
結
論
を
み
ち
び
き
だ
す
こ
と
（
中
略
）
で
あ
る
。
「
も
し
人
が
仏
や
仙
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
」、
邵
雍
の
「
死
生
吟
」
に
お
け
る
「
設
使
」
の
用
法
も
、「
自
説
を
主
張
す
る
こ
と
で
は
な
く
」、
ま
た
同
様
に
「
方
始
」
の
表
現
も
、（
人
が
仏
や
仙
に
な
る
の
で
は
な
く
）「
仏
や
仙
は
、
人
に
な
る
」、「
論
敵
に
と
っ
て
願
わ
し
か
ら
ざ
る
結
論
を
み
ち
び
き
だ
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
邵
雍
が
『
中
論
』
を
読
ん
で
い
た
、
あ
る
い
は
龍
樹
の
論
法
を
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
証
拠
は
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
多
羅
尾
伴
内
や
怪
人
二
十
面
相
の
探
偵
小
説
の
世
界
に
な
ら
っ
て
い
え
ば
、
た
だ
状
況
証
拠
が
か
ん
が
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
物
的
証
拠
は
何
も
な
い
。
ま
た
こ
う
い
う
論
法
が
、
古
来
、
中
国
に
も
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
浅
学
に
し
て
知
ら
な
い
。
し
か
し
、「
死
生
吟
」
に
お
け
る
「
設
使
…
…
、
方
始
〜
〜
」
の
表
現
は
、『
中
論
』
に
み
ら
れ
る
論
法
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
破
綻
な
く
解
釈
す
る
こ
と
」（
本
稿
９９
頁
上
段
）
が
で
き
る
。
仏
教
の
論
法
を
逆
手
に
と
っ
て
仏
教
を
批
判
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
誘
惑
を
、
筆
者
は
ど
う
し
て
も
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
邵
雍
な
ら
こ
う
い
う
こ
と
も
し
か
ね
な
い
人
物
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
語
邵
雍
は
後
半
生
を
古
都
・
洛
陽
で
送
っ
た
隠
者
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
隠
６５ 邵雍的帰謬法
者
と
い
え
ば
道
教
・
道
家
（
以
後
、
道
教
と
表
現
す
る
）
が
連
想
さ
れ
る
。
道
教
は
隠
者
の
処
世
に
理
論
的
根
拠
を
あ
た
え
る
思
想
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
邵
雍
の
先
天
易
学
は
、
道
教
徒
の
陳
摶
を
起
源
に
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
邵
雍
の
思
想
に
お
け
る
道
教
的
色
彩
は
、
き
わ
め
て
濃
い
も
の
が
あ
る
。
ち
な
み
に
邵
雍
の
著
書
『
皇
極
経
世
書
』
や
詩
集
『
伊
川
撃
壌
集
』
は
、
道
教
の
一
大
叢
書
『
道
蔵
』（
太
玄
部
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
道
家
者
流
に
と
っ
て
も
、
邵
雍
は
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
（
 
）
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
邵
雍
は
少
な
く
と
も
あ
る
本
質
的
な
一
点
で
、
一
般
の
道
教
徒
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
道
教
に
お
け
る
終
局
の
目
的
で
あ
る
（

）
不
老
長
生
、
つ
ま
り
仙
の
存
在
に
対
す
る
否
定
で
あ
る
。
邵
雍
は
「
鮮
歓
吟
」
（
巻
十
一
。
熙
寧
七
年
一
〇
七
四
六
十
四
歳
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
白
日
升
天
恐
虚
伝
白
日
天
に
升
る
恐
ら
く
虚
伝
な
ら
ん
金
貂
換
酒
何
曽
酔
金
貂
酒
に
換
う
何
ぞ
曽
て
酔
わ
ん
「
金
貂
」
の
一
句
は
、
晋
の
阮
孚
は
金
貂
（
皇
帝
の
側
近
が
か
ぶ
る
冠
）
を
酒
に
換
え
て
酔
っ
た
と
い
う
が
（『
晋
書
』
巻
四
十
九
）、
そ
ん
な
「
非
理
」
（「
鮮
歓
吟
」
中
の
語
）
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
意
味
。「
白
日
升
天
」
は
、
不
老
長
生
の
道
を
得
て
、
天
上
の
仙
界
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
邵
雍
が
「
白
日
升
天
」
や
不
老
長
生
に
対
し
て
否
定
的
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
超
感
覚
的
な
現
象
で
あ
る
か
ら
だ
。「
子
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」（『
論
語
』「
述
而
」）。
邵
雍
は
正
統
の
儒
家
思
想
を
信
奉
す
る
者
で
も
あ
る
。
道
教
の
超
感
覚
的
神
仙
思
想
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
邵
雍
は
、
仏
教
の
超
感
覚
的
彼
岸
思
想
に
対
し
て
も
、
当
然
、
否
定
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
邵
雍
「
歓
喜
吟
」
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
略
述
し
た
。
結
局
、「
死
生
吟
」
に
お
い
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。「
死
生
吟
」
の
前
半
は
、
邵
雍
に
と
っ
て
感
覚
的
実
在
的
対
象
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
無
情
の
形
骸
で
あ
る
仏
と
仙
の
批
判
で
（

）
あ
り
、
後
半
は
、
欲
情
に
「
惑
」
わ
さ
れ
、「
公
」
や
「
卿
」（
大
臣
、
高
級
官
僚
）
を
追
い
求
め
る
「
哀
し
い
」
人
生
で
は
な
い
生
き
方
、「
賞
な
る
哉
林
下
の
人
」、
つ
ま
り
隠
逸
に
対
す
る
賛
美
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
死
生
吟
」
創
作
の
目
的
は
、
単
に
仏
と
仙
を
批
判
す
る
こ
と
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
は
、
無
情
の
（
実
在
し
な
い
）
仏
や
仙
を
も
と
め
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
名
利
に
対
す
る
欲
望
に
と
ら
わ
れ
て
役
人
に
な
る
こ
と
で
も
な
く
、
世
外
に
超
然
と
し
て
生
き
る
隠
者
で
あ
る
優
越
と
歓
喜
、
つ
ま
り
己
れ
の
処
世
に
対
す
る
自
画
自
賛
で
あ
る
。「
死
生
吟
」
の
制
作
は
、
熙
寧
九
年
（
一
〇
七
六
）
六
十
六
歳
の
と
き
、
邵
雍
の
死
の
前
年
で
あ
る
。
邵
雍
は
最
期
ま
で
お
の
れ
の
生
き
方
に
、
少
し
の
疑
念
も
持
た
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
隠
者
の
人
生
を
全
う
し
た
邵
雍
（

）
も
、「
少
か
り
し
時
、
み
ず
か
ら
そ
の
才
を
雄
と
し
、
慷
慨
し
て
大
志
あ
り
」。
「
慷
慨
し
て
大
志
あ
り
」
と
は
、
天
下
を
経
綸
す
る
を
も
っ
て
お
の
が
任
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
邵
雍
も
有
情
の
人
で
あ
る
。
六
十
七
年
の
生
涯
の
間
に
、
苦
悩
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
、
常
識
的
に
考
え
て
あ
り
得
な
い
。
ま
た
邵
雍
は
、
自
分
が
役
人
に
な
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
郷
里
の
人
々
に
対
し
て
後
ろ
め
た
さ
の
よ
う
な
感
情
を
も
っ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
別
に
機
会
を
得
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
６６
注（１
）
林
素
芬
『
北
宋
儒
学
道
論
研
究
│
以
范
仲
淹
・
欧
陽
修
・
邵
雍
・
王
安
石
為
探
討
対
象
』（
国
立
台
湾
大
学
中
国
文
学
研
究
所
博
士
論
文
中
華
民
国
九
十
四
年
一
月
）
の
「
第
二
章
欧
陽
修
知
古
通
経
的
為
道
論
前
言
」（
９６
頁
）
を
参
照
。
（
２
）
M
ich
ael
D
.
F
reem
an
「F
rom
A
dept
to
W
orth
y
:
T
h
e
P
h
ilosoph
i-
cal
C
areer
of
S
h
ao
Y
u
n
g
」（『J
ou
rn
al
of
th
e
A
m
erican
O
rien
tal
S
ociety
102.3
（1982
）』）。
（
３
）
『
漢
語
文
典
叢
書
第
一
巻
』
所
収
２６７
頁
下
ｂ
（
汲
古
書
院
昭
和
五
十
四
年
二
月
）。
（
４
）
邵
雍
の
詩
に
お
け
る
「
情
」
と
「
形
」
の
対
比
は
、
拙
稿
「
邵
雍
の
詩
と
白
居
易
・
二
題
」（『
大
阪
大
谷
大
学
紀
要
第
４３
号
』
所
収
二
〇
〇
九
年
二
月
）
を
参
照
。
（
５
）
『
国
立
成
功
大
学
中
国
文
学
研
究
所
碩
士
論
文
』（
中
華
民
国
九
十
三
年
六
月
二
十
八
日
）。
（
６
）
蘇
基
朗
氏
も
「
邵
康
節
的
「
以
物
観
物
」
致
聖
説
」（『
宋
史
研
究
集
』
第
二
十
五
輯
所
収
二
五
二
頁
台
北
・
国
立
編
訳
館
一
九
九
五
年
。
原
刊
「
崇
基
歴
史
学
刊
」
第
一
期
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、「
通
観
康
節
之
情
、
取
勝
義
者
似
指
人
生
而
自
然
薀
具
之
情
感
（em
otion
）、
其
取
劣
義
者
則
以
有
「
我
」
作
祟
其
間
」
と
述
べ
、「
情
」
に
見
ら
れ
る
「
勝
義
」
と
「
劣
義
」
の
二
重
性
を
指
摘
す
る
。
（
７
）
『
仏
教
の
思
想
３
空
の
論
理
〈
中
観
〉』（
角
川
書
店
昭
和
４６
年
６
月
）
の
梶
山
雄
一
「
第
一
部
瞑
想
と
哲
学
」（
１４９
頁
）。
（
８
）
原
文
の
引
用
は
、
龍
樹
菩
薩
造
梵
志
青
目
釈
姚
秦
三
蔵
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
三
十
）、
訓
読
は
、
羽
渓
了
諦
訳
『
中
論
』
（『
国
訳
一
切
経
中
観
部
一
』
大
東
出
版
社
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
改
訂
）
に
よ
る
。
（
９
）
中
村
元
『
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
』（
人
類
の
知
的
遺
産
１３
講
談
社
１９８０
年
）
所
収
の
翻
訳
『
中
論
』
中
の
表
現
（
２７８
頁
）。
（
１０
）
邵
雍
と
道
家
・
道
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
孔
令
宏
『
宋
代
理
学
与
道
家
・
道
教
』（
北
京
・
中
華
書
局
２００６
年
８
月
）
の
「
第
三
章
邵
雍
与
道
家
・
道
教
的
関
係
及
其
史
料
分
析
」
に
詳
し
い
。
ま
た
孔
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
末
の
道
士
・
徐
道
が
一
六
五
四
年
に
完
成
し
た
（
同
書
１４６
頁
注
の
（
２
））
と
こ
ろ
の
『
歴
代
神
仙
通
鑑
』（
第
三
集
巻
十
九
）
に
、
邵
雍
は
、
内
丹
の
経
典
で
あ
る
『
悟
真
篇
』
の
著
者
・
張
伯
端
（
九
八
七
〜
一
〇
八
二
）
と
、
洛
陽
に
お
い
て
二
度
会
見
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
邵
雍
の
道
家
・
道
教
と
の
関
係
の
深
さ
を
し
め
す
一
例
で
あ
る
。
（
１１
）
林
素
芬
『
北
宋
儒
学
道
論
研
究
│
以
范
仲
淹
・
欧
陽
修
・
邵
雍
・
王
安
石
為
探
討
対
象
』「
第
三
章
邵
雍
観
物
循
理
的
尽
道
論
第
一
節
由
先
天
到
後
天
之
道
」（
１７２
頁
）
に
、「
邵
雍
追
求
的
並
不
是
一
個
不
死
的
境
界
、
他
講
求
的
是
順
天
道
、
追
求
的
是
尽
道
」
と
あ
る
。
（
１２
）
「
死
生
吟
」
を
取
り
あ
げ
た
研
究
に
、
廖
添
洲
氏
の
『
邵
雍
処
世
思
想
探
求
』
（
東
呉
大
学
中
国
文
学
系
碩
士
論
文
中
華
民
国
八
十
六
年
七
月
）
が
あ
る
。
廖
氏
は
こ
の
論
文
の
「
第
一
章
時
代
背
景
与
生
平
事
略
」
の
「
第
二
節
生
平
事
略
三
、
学
術
淵
源
（
三
）
仏
家
思
想
之
影
響
」
に
お
い
て
、「
一
般
士
人
（
包
括
大
部
分
理
学
家
）、
対
仏
教
思
想
之
深
意
未
得
真
解
、
只
於
通
俗
之
教
義
来
批
評
、
甚
至
誤
解
；
但
又
於
仏
学
思
想
有
所
採
用
而
不
肯
承
認
、
実
乃
蔽
於
門
戸
之
見
深
矣
（
註
十
三
）。
比
起
其
他
理
学
家
、
邵
雍
受
仏
教
思
想
影
響
並
不
算
多
、
其
排
仏
態
度
亦
較
不
激
烈
」（
２０
頁
）
と
述
べ
、
註
十
三
に
お
い
て
「
死
生
吟
」
を
引
用
し
た
後
、「
仏
学
之
真
諦
、
豈
為
欲
再
生
、
此
乃
一
般
之
誤
解
、
士
人
公
卿
亦
不
例
外
、
誤
人
多
矣
」（
２５
頁
）
と
論
評
す
る
。
廖
氏
が
「
死
生
吟
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
、
引
用
し
た
文
面
か
ら
は
正
確
に
判
断
で
き
な
い
。
が
、
廖
氏
は
こ
の
詩
を
邵
雍
の
仏
教
批
判
と
理
解
し
た
う
え
で
、
邵
雍
を
ふ
く
む
理
学
者
た
ち
の
態
度
は
「
蔽
於
門
戸
之
見
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、「
設
使
人
果
能
、
方
始
入
于
情
」
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
林
素
芬
氏
は
、
前
掲
『
北
宋
儒
学
道
論
研
究
│
以
范
仲
淹
・
欧
陽
修
・
邵
雍
・
王
安
石
為
探
討
対
象
』「
第
三
章
邵
雍
観
物
循
理
的
尽
道
論
」
の
注
２３６
（
２１６
頁
）
に
お
い
て
、「
学
仏
吟
」
と
と
も
に
「
死
生
吟
」
を
取
り
あ
げ
、「
他
曽
経
質
疑
６７ 邵雍的帰謬法
某
士
大
夫
学
仏
是
由
于
看
不
透
生
死
」
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
。「
死
生
吟
」
は
、
士
大
夫
（
公
卿
）
の
学
仏
の
態
度
に
対
す
る
批
判
の
詩
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
学
仏
吟
」
は
、
白
居
易
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
卑
見
で
あ
る
。
拙
稿
「
白
居
易
を
批
判
し
た
隠
者
の
詩
│
邵
雍
の
「
放
言
」
詩
に
つ
い
て
│
」（『
白
居
易
研
究
年
報
第
七
号
』
所
収
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
（
１３
）
程
顥
「
邵
尭
夫
先
生
墓
誌
銘
」（『
二
程
文
集
明
道
文
集
』
巻
四
）。
あ
と
が
き
最
後
に
個
人
的
事
情
を
記
し
、
本
稿
の
あ
と
が
き
に
す
る
。
学
生
時
代
か
ら
中
国
の
古
典
文
学
を
勉
強
し
て
い
て
、
仏
教
や
道
教
を
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
な
ん
と
な
く
し
て
い
た
。
先
輩
の
Ｋ
氏
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
誘
引
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
大
学
院
生
の
と
き
人
文
科
学
研
究
所
に
ま
で
出
か
け
、
牧
田
諦
亮
先
生
の
講
義
を
一
年
間
、
拝
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
年
間
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
よ
う
な
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
づ
め
の
息
苦
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
な
く
、
一
年
に
講
義
は
十
回
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
じ
つ
は
牧
田
先
生
が
中
国
仏
教
の
高
名
な
学
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。
い
ま
で
は
記
憶
が
薄
れ
て
は
っ
き
り
と
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
諦
亮
と
い
う
お
名
前
が
な
ん
と
な
く
仏
教
的
で
あ
り
、
講
義
概
要
（
今
い
う
と
こ
ろ
の
シ
ラ
バ
ス
）
に
明
代
の
謝
肇
 
の
『
五
雑
俎
（
組
）』
と
仏
教
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
好
奇
心
が
わ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
牧
田
先
生
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
な
に
を
血
迷
っ
て
中
国
文
学
専
攻
の
学
生
が
、
と
戸
惑
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
い
つ
も
は
仏
教
学
専
攻
の
院
生
と
二
人
、
研
究
室
の
先
生
の
前
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
、
お
説
を
拝
聴
し
て
い
た
の
だ
が
、
出
席
者
が
私
一
人
の
と
き
は
、
講
義
を
さ
っ
と
き
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
し
て
お
茶
と
お
饅
頭
と
い
う
仕
儀
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
も
仏
教
の
ふ
か
い
教
え
な
の
だ
、
と
し
み
じ
み
感
じ
な
が
ら
、
お
い
し
く
ご
相
伴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
肝
心
の
牧
田
先
生
の
講
義
の
中
身
は
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
僧
侶
の
自
焚
の
く
だ
り
だ
け
は
、
な
ぜ
か
印
象
に
残
っ
て
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
こ
の
話
は
、『
五
雑
俎
（
組
）』
巻
八
に
あ
る
。
こ
う
い
う
調
子
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
に
つ
い
て
ま
と
も
に
勉
強
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
邵
雍
の
文
学
世
界
を
逍
遥
す
る
う
ち
に
、
い
つ
と
は
な
し
に
仏
教
の
文
献
も
手
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
に
述
べ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
一
夜
漬
け
の
勉
強
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
専
門
の
方
か
ら
み
れ
ば
、
幼
稚
な
誤
り
を
随
所
に
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
「
死
生
吟
」
は
、
邵
雍
の
文
学
と
人
と
な
り
を
考
え
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
正
当
に
解
読
さ
れ
て
き
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
仏
教
に
対
す
る
無
知
を
さ
ら
け
だ
す
だ
け
の
結
果
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
邵
雍
を
通
じ
て
み
た
仏
教
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
を
納
得
さ
せ
、
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
博
学
の
教
示
を
こ
う
次
第
で
あ
る
。
６８
